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「
戦
後
池
袋
　
ヤ
ミ
市
か
ら
自
由
文
化
都
市
へ
」
開
催
期
間
に
あ

わ
せ
て
、
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
も
特
別
公
開
を
お
こ
な
っ
た
。

旧
乱
歩
邸
は
、
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
、
六
号
館
の
北
側
に

位
置
す
る
。
移
築
し
た
も
の
で
は
な
く
、
乱
歩
が
暮
ら
し
て
い
た
住

居
を
、
隣
接
す
る
立
教
大
学
が
引
き
受
け
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

乱
歩
が
こ
の
家
に
転
居
し
て
き
た
の
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）

年
、
三
十
九
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
雑
誌
『
新
青
年
』
に
連
載
し
て
い

た
小
説
「
悪
霊
」
に
行
き
詰
ま
り
、
読
者
へ
の
お
わ
び
を
書
い
て
中

断
し
た
の
は
そ
の
少
し
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

昭
和
九
年
に
連
載
し
て
い
た
小
説
は
「
黒
蜥
蜴
」「
人
間
豹
」
の
二

作
品
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
本
格
探
偵
小
説
の
執
筆
に
困
難
を
感
じ
、
乱
歩
の
貢

献
は
評
論
・
紹
介
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
探
偵
小
説
の
歩
み

を
紹
介
す
る
『
日
本
探
偵
小
説
傑
作
集
』
の
編
集
や
、
評
論
集
『
鬼

の
言
葉
』
に
収
録
さ
れ
る
探
偵
小
説
論
の
執
筆
な
ど
が
、
こ
の
時
期

の
乱
歩
の
成
果
だ
っ
た
。

昭
和
十
一
年
に
は
『
少
年
倶
楽
部
』
に
「
怪
人
二
十
面
相
」
を
連

載
し
、
翌
年
に
は
「
少
年
探
偵
団
」
を
連
載
す
る
。
少
年
も
の
を
書

き
始
め
た
の
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
乱
歩
の
心
理
は
、
昨
年
紹
介
さ
れ
た
未
発
表
原
稿

「
独
語
」
で
も
書
か
れ
て
い
る
。
大
衆
向
け
の
読
物
雑
誌
や
少
年
雑
誌

に
執
筆
し
な
が
ら
、
哲
学
や
純
文
学
へ
も
関
心
を
強
く
持
っ
て
い
た
。

昭
和
十
年
前
後
は
、
乱
歩
が
「
探
偵
小
説
第
二
の
山
」
と
称
し
た

旧
江
戸
川
乱
歩
邸
特
別
公
開

落

合

教

幸

―
《
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
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よ
う
に
、
乱
歩
の
登
場
し
た
大
正
末
以
来
の
、
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
山
も
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
次
第
に
衰

退
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

昭
和
十
四
年
三
月
に
、
短
篇
集
に
収
録
予
定
だ
っ
た
、
乱
歩
の
昭

和
四
年
の
短
篇
「
芋
虫
」
の
削
除
が
命
じ
ら
れ
る
。
時
局
は
悪
化
し

て
、
探
偵
小
説
の
発
表
は
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
以
降
の
乱
歩
は
、「
偉
大
な
る
夢
」
と
い
う
防
諜
小
説
を
試
み

た
り
、
小
松
龍
之
介
と
い
う
別
の
筆
名
で
少
年
物
を
書
い
た
り
も
し

た
が
、
ほ
ぼ
休
筆
に
近
い
状
態
と
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
集
め
た
自
分
に
関
す
る
資
料
を

整
理
し
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
『
貼
雑
年
譜
』
の
第
一
巻
と
第
二

巻
を
製
作
し
て
い
る
。

戦
時
中
か
ら
昭
和
二
十
年
に
か
け
て
の
乱
歩
に
つ
い
て
は
『
大
衆

文
化
』
第
十
三
号
で
や
や
詳
し
く
述
べ
た
。

乱
歩
は
探
偵
小
説
の
執
筆
か
ら
は
遠
ざ
か
り
、
町
内
会
の
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
く
。
防
空
群
長
と
し
て
近
隣
の
住
人
た
ち
と
訓
練
を

お
こ
な
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
町
会
役
員
と
な
っ
て
副
会
長
の
職

を
つ
と
め
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
の
空
襲
で
、
池
袋
の
大
半
は
焦
土
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
乱
歩
邸
は
幸
運
に
も
焼
け
ず
に
残
っ
た
。
そ
の
後
、
乱
歩

は
夏
に
福
島
県
保
原
へ
と
疎
開
し
、
十
一
月
に
こ
の
家
に
戻
っ
た
。

終
戦
間
際
に
は
、
作
家
と
し
て
の
活
動
を
あ
き
ら
め
、
事
務
員
と

し
て
就
職
す
る
こ
と
ま
で
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
敗
戦

に
よ
っ
て
状
況
が
変
わ
り
、
探
偵
小
説
が
復
興
す
る
こ
と
を
予
感
し

つ
つ
帰
京
し
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
乱
歩
は
、『
宝
石
』
を
は
じ
め
多
く
の
雑
誌
に
か
か
わ
り
、

探
偵
小
説
の
振
興
に
尽
力
す
る
。
雑
誌
の
企
画
に
協
力
し
、
評
論
・

随
筆
な
ど
を
次
々
と
発
表
し
て
い
っ
た
。

少
年
探
偵
の
シ
リ
ー
ズ
は
昭
和
二
十
四
年
の
『
少
年
』
に
掲
載
さ

れ
た
「
青
銅
の
魔
人
」
で
復
活
す
る
。
そ
の
後
、『
少
年
』
で
の
連
載

は
昭
和
三
十
年
代
ま
で
続
く
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
読
者
が
、
探
偵

小
説
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
の
展
示
は
、
こ
う
い
っ
た
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
資
料

を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
に
「
芋
虫
」
が
検
閲
に
か
か
る
。『
貼
雑
年
譜
』
第
二

巻
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
は
「
愈
々
書
け
な
く
な
っ
た
次
第
」
と
あ
る
。

公
的
に
刊
行
を
禁
じ
ら
れ
た
の
は
こ
の
「
芋
虫
」
の
件
の
み
で
あ
っ

た
が
、
他
の
作
品
も
増
刷
さ
れ
な
く
な
り
、
実
質
的
に
は
発
禁
と
同

様
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
実
質
上
は
私
の
旧
作
は
殆
ど
全
部
抹
殺
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運
命
に
立
ち
い
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
書
か
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れ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
複
製
を
展
示
し
た
。

戦
中
、
乱
歩
は
町
内
会
の
活
動
に
協
力
す
る
。
回
覧
板
を
は
じ
め
、

各
種
の
案
内
を
自
ら
作
成
し
て
い
た
。
近
隣
を
描
い
た
見
取
図
で

は
、
防
空
壕
や
防
火
水
槽
、
シ
ャ
ベ
ル
と
い
っ
た
設
備
・
用
具
な
ど

の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
空
襲
後
に
は
、
焼
け
た
区
域
が

わ
か
る
図
も
作
成
し
て
い
る
。
中
庭
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
乱
歩

の
描
い
た
こ
れ
ら
の
図
を
展
示
し
た
。

展
示
の
す
ぐ
脇
に
あ
る
、
乱
歩
邸
の
庭
の
池
は
、
空
襲
に
備
え
て

乱
歩
が
実
際
に
作
っ
た
貯
水
池
で
あ
る
。
ま
た
南
側
に
あ
る
築
山
に

は
、
当
時
は
防
空
壕
が
掘
ら
れ
て
い
た
。

戦
後
に
な
る
と
、
乱
歩
は
探
偵
小
説
界
を
指
導
す
る
立
場
で
様
々

な
活
動
を
し
た
。

乱
歩
周
辺
の
人
々
が
集
ま
っ
て
「
土
曜
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ

れ
が
発
展
し
て
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
と
な
る
。
探
偵
小
説
の
作
家
や
愛

好
家
が
集
ま
り
、
こ
こ
か
ら
多
く
の
作
家
が
育
っ
た
。
探
偵
作
家
ク

ラ
ブ
の
結
成
は
昭
和
二
十
二
年
だ
が
、
二
十
四
年
に
は
「
捕
物
作
家

ク
ラ
ブ
」
の
結
成
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
で
作
成
し
た
法

被
も
展
示
し
た
。

乱
歩
は
編
集
者
と
し
て
雑
誌
『
宝
石
』
に
力
を
注
い
だ
。
戦
前
に

乱
歩
も
活
躍
し
た
『
新
青
年
』
だ
け
で
な
く
、『
宝
石
』
関
連
資
料
も

今
回
は
多
く
展
示
し
た
。

今
回
、
乱
歩
関
連
の
展
示
は
東
京
芸
術
劇
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
、
ミ

ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
、
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
の
三
か
所
で
お
こ
な
わ

れ
た
。

旧
江
戸
川
乱
歩
邸
の
会
期
中
来
場
者
は
、
約
一
六
〇
〇
名
。
特
に

会
期
後
半
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
た
。

（
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
調

査
員
）
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